
 ①  通学路、未就学児を中心に子どもが日常的に集団で移動する経路や

キッズ・ゾーンを中心とした交通危険箇所での安全確保 
 

②  新入学（園）児と保護者に対する交通安全教育・指導の徹底 
 

③  高齢ドライバーを含む高齢者の交通事故防止 

通学中の子供たちを交通事故から守る

ために、交通ルールを守り、安全運転に努

めましょう。 

春は、新入学児童の交通事故が増加しま

す。朝夕の時間帯はできる限り、通学路を

避けて通行しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 件 数 死 者 傷 者 

本 年 ４９３ ９ ６１４ 

前 年 ５６０ １４ ７１８ 

増 減 -６７ -５ -１０４ 

 件 数 死 者 傷 者 

本 年 １３６ ４ ７４ 

前 年 １８７ １０ ８３ 

増 減 -５１ -６ -９ 

第３号 

2020年 

３月１７日 

〈高齢者の事故〉 
※高齢者…65歳以上をいう 

◆新入学期における交通事故防止◆ 

例年、春になると新１年生を中心に子どもの事故が増加傾向にあります。 

大人の方は、普段から交通ルールを遵守し、手本を示しましょう。また、運転者も歩行者も、特に

子ども・高齢者に対する「思いやり」の気持ちを持ちましょう。 

  

 

 

 

 小学生の中では１年生が最も

交通死亡事故の発生件数が多

くなっています。 

横断歩道は歩行者優先！！ 

子どもを見かけたら減速を！ 

 

 



・大人が交通ルール遵守の手本を示して、思いやりの気持ち

を持ちましょう。 

・子どもに対し、交通事故防止を教えるためには、まず、大

人が普段から「交通ルールを守る手本となる」ことが大切

です。 

 

【子どもへの横断方法の教え方】 

① 横断歩道や信号機がある交差点が近くにあるときは、そこ

まで行って横断すること。 

② 青信号や車が来ていない時でも、横断する前に「止まる・

見る」を行い、車両があれば「待つ」こと。 

③ 横断中でも「左右をよく見る」こと。 

車を運転される高齢者が増えていますが、多くの方が「まだ自分の運転は大丈夫」と

考えておられるようです。 

その過信が大きな事故を招く場合もあるので、家族で車の必要性について話し合い、

運転免許証の自主返納も検討しましょう。 

交通事故死者数は１０年間で減少傾向にありま

すが、高齢者の割合は徐々に増加しています。 

高齢運転者についても同様、自動車運転中死者数

の全年齢に占める割合が徐々に増加しています。 

高齢運転者を見かけたら、思いやり運転を心がけ

ましょう。 

平成３１年(令和元年)中は歩行中

の死者数が最も多く、その中でも高

齢者の占める割合は約７割でした。 

高齢者を見かけたら、思いやり・

譲り合いの心を持ちましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

◇ 子どもを始めとする歩行者の安全の確保 

◇ 高齢運転者等の安全運転の励行 

◇ 自転車の安全利用の推進 

◇ 横断歩道利用者ファースト運動の推進（滋賀県重点） 

 

 事業所内に掲示するなど、多くの方々にご覧いただけるようご協力ください。 

TEL 077-522-1231（代表） Ｅﾒｰﾙ x0022@police.pref.shiga.jp 


